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６．運用方法 

６－１ 進行管理の考え方 

１）交通マスタープラン推進体制づくり 

交通マスタープランで提案した施策体系は、分野をまたいだ多様な施策で構成され、

実施主体や実施時期も様々なことから、市民、交通事業者および行政（国・県・市）で

組織した「市原市地域公共交通活性化協議会」（以下、活性化協議会）を設立し、市全体

の交通問題について協議調整するとともに、進捗状況の定期的な確認と評価を行い、必

要に応じて施策の見直しを行っていきます。 

また、交通マスタープランを具現化するためには、国庫補助金などの特定財源を有効

に活用し推進していく必要があることから、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律」（平成１９年１０月１日施行）に基づく「地域公共交通総合連携計画」（以下、法定

計画）を策定し推進していきます。この法定計画に基づく国庫補助は、市民や交通事業

者、行政などで構成する法定協議会に支援されるため、本市においては、「活性化協議会」

を法定協議会として位置づけ推進していきます。 

このことから、「活性化協議会」は、交通マスタープランの推進と法定協議会としての

事業実施の２つの性格を合せ持つこととなります。 

併せて、庁内にも各部横断的な組織を設けて、交通マスタープランを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１－１ 交通マスタープランの推進体制 

 

 

 

市原市地域公共交通活性化協議会 
 ・学識経験者 

・市民代表  
 ・交通事業者 （鉄道・バス・タクシー）  
 ・道路管理者  
 ・警察  
 ・運輸関係（国・県）  
 ・市 

 

 

交通マスタープラン 

○施策の実施調整 

○進捗状況の確認 

○施策の評価 

○必要に応じた施策の見直し 

庁内推進会議 

法定計画 

○連携計画の策定 

○計画事業の調整 

○計画事業の実施 

○計画の評価および修正 
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２）ＰＤＣＡサイクルに基づいた交通マスタープランの進行管理 

交通マスタープランの進行管理にあたっては、施策の導入効果や目標達成度を市民の

視点に立ち、わかりやすく透明性の高い管理に努める必要があります。 

Ｐ（Plan＝計画）、Ｄ（Do＝実行・進行管理）、Ｃ（Check＝達成度評価）、Ａ（Action

＝見直し・改善）の一連の流れで定量的、客観的に検証し、有効性や効率性を評価・検

討し、必要に応じた計画の見直しを行っていきます。 

なお、本計画は、今後１０年間に展開する本市の交通に関する基本計画であることか

ら、実際の市の施策としての事業内容については、上位計画である「改訂市原市総合計

画」と整合を図り「実施計画」に位置づけながら推進していきます。 

 

 

図６－１－２ ＰＤＣＡサイクル 
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表６－１－１ ＰＤＣＡサイクルに基づいた施策の進行管理 

 

年次 進行管理 推進体制 

平成２０年度 

・市民アンケート調査 

・交通マスタープランのう

ち交通ビジョンまで策定 

 

平成２１年度 

・交通基本計画を含めた、

交通マスタープラン全体

を策定 

 

 

 

平成２２年度 

・地域公共交通総合連携計

画の策定 

・総合計画の実施計画に具

体的事業の位置づけ 

 

平成２３年度 
・地域公共交通活性化・再

生総合事業計画（３年）※

の実施（事業計画の進捗

管理と検証・評価を年度

ごとに実施） 

・市原市の実施計画に合わ

せた進行管理 

 

平成２４年度 

平成２５年度 

平成２６年度 
・市原市の実施計画に合わ

せた進行管理（１年に１

回程度の進捗管理と検証

を行い、一定の期間ごと

に評価を行う） 

・市原市総合計画と整合を

図った評価と見直し 

 

平成２７年度 
  

平成２８年度 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

 

※地域公共交通活性化・再生総合事業計画（３年） 

 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（平成１９年１０月１日施行）に基づく「地域公共

交通総合連携計画」のうち、法定協議会が国庫補助を受けて３年間で取組む事業の計画 

市原市地域公共交通 

活性化協議会 

（法定協議会）（外部委員会） 

 

市原市地域公共交通 

活性化協議会（外部委員会） 

庁内推進会議 

まちづくり 

プロジェクト会議 

（庁内会議） 

市原市交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定検討

委員会（外部委員会） 
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６－２ 評価指標 

１）指標の考え方 

ＰＤＣＡサイクルに基づき本計画の進捗状況を評価していくためには、指標を設ける

ことが大切となります。 

指標については、上位計画である「改訂市原市総合計画」や関連計画との整合を図る

必要があります。 

そこで、基本方向ごとに＊アウトカム指標を中心として項目を選定し、それぞれの現状

の基準値と前期（平成２７年度）、後期（平成３１年度）の挑戦値を示すこととしました。 

また、交通施策体系全体としての項目も選定し、合せて各施策の主な取組みごとに実

施主体と実施時期を示しました。 

これらにより、評価を行い適切な進行管理に努めます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


